
○新＝新規事業 □拡＝拡充事業 （事業名の頭に標記）

小学校入学支援事業

２４１万円

（担当：子育て支援課子ども・家庭福祉係）

子育て家庭における経済的負担の軽減を

図るため、市内に住所のある第３子以降の

子どもが小学校へ入学する際に購入した学

用品等の費用の一部を助成しました。

【制度概要】

助成額：上限額３万円 
（子ども１人あたり）

２「子どもたちの豊かな感性と生きる力を育むまち」 

（１）結婚・出産・子育てが安心してできる環境を目指します

○新 若柳地区幼保連携型認定こども園整備事業 ７，４２２万円

  （担当：子育て支援課保育サービス係）

すこやか子育て支援金支給事業
２，００７万円

（担当：子育て支援課子ども・家庭福祉係）

母子保健健康診査事業 ４，２４９万円

（担当：健康推進課保健指導係）

若柳地区に認定こども園を整備するた

め、用地買収を行い、建設予定地の敷地測

量、造成設計及び建物などの基本・実施設

計を行いました。

認定こども園完成イメージ図

支給件数

■出生祝金 第１子 １１５件

第２子 １０６件

第３子 ５３件

第４子 １０件

第５子以降 ８件

■入学祝金 第３子以降 １０４件

助成件数 ８３件

妊婦一般健康診査 延べ３，３８７人

乳児一般健康診査 ２か月児 ２９６人

８か月児 ２７７人

健やかな妊娠期を過ごし、安心して出産できるよ

うに妊婦一般健康診査１４回分、多胎妊娠では２０

回分の助成を行いました。

また、乳幼児健診は２か月児から３歳児までのお

子さんの病気の有無や成長発達の確認・育児の相談

を医師等の専門職が行いました。

健診を受ける親子

少子化対策及び子育て世代の定住促進を

目的に、出生祝金及び入学祝金を支給しまし

た。
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任意予防接種事業 ４，５６２万円

（担当：健康推進課健康推進係）

疾病の重症化や蔓延を防ぐため、乳幼児を対

象としたロタウイルス、おたふくかぜ、中学生

までを対象としたインフルエンザの３種の任

意予防接種費用の全額を助成しました。

○新＝新規事業 □拡＝拡充事業 （事業名の頭に標記）

２「子どもたちの豊かな感性と生きる力を育むまち」 

（１）結婚・出産・子育てが安心してできる環境を目指します

子育て応援医療費助成事業

２億３，９１３万円

（担当：子育て支援課子ども・家庭福祉係）

０歳から１８歳までの適正な受診機

会の確保と子育て家庭における経済的

負担の軽減を図るため、入院及び通院に

係る医療費のうち、保険診療分の自己負

担額を全額助成しました。 

 特別保育事業（一時、延長、病後児） ４，０７４万円
（担当：子育て支援課保育サービス係）

保護者の多様なニーズに対応するため、特別保育を実施しました。

一時保育

保護者の就労や出産、家族の介護などの理由により一

時的に保育できない場合、市内１０か所の保育所で、

一時的にお子さんを預かる事業を実施しました。

延長保育

保護者の就労形態の多様化に対応するため、保育所に

入所中のお子さんを対象として、午前７時から午前７時

３０分まで、午後６時３０分から午後７時まで、時間を

延長して保育を実施しました。

病後児保育

病気や外傷の回復期にあるお子さんを一時的に預かる

事業を実施しました。

実施延べ件数

一時保育 延べ ４９９件

延長保育 延べ ３４５件

病後児保育 延べ ４件

助成件数

乳幼児分 延べ ４９，０９８件

小中学生分 延べ ５８，３０５件

高校生等分 延べ １７，３８５件

助成件数 

インフルエンザ ４，６１１件

ロタウィルス ２７８件

おたふくかぜ ３２８件

医療機関での予防接種

一時保育の様子
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○新＝新規事業 □拡＝拡充事業 （事業名の頭に標記）

□拡 放課後健全育成事業 
（放課後児童クラブの施設整備）

１億３，２９ 万円
（担当：社会教育課生涯学習係）

 

 

 

 

２「子どもたちの豊かな感性と生きる力を育むまち」 

（１）結婚・出産・子育てが安心してできる環境を目指します     

幼稚園預かり保育事業
１億１，７７９万円

（担当：学校教育課学務係）

保護者の就労等により、幼稚園の教育時間

外に家庭において保育ができない園児を対象

に、全ての幼稚園で預かり保育を行いました。

また、土曜日保育や延長保育も行いました。

児童が安心して過ごせるよう、利用者が増

加し教室が不足している築館放課後児童ク

ラブの増築と、他の施設の一部を利用して開

所している鶯沢放課後児童クラブを建設し

ました。

放課後健全育成事業（放課後児童クラブ） １億６，３９４万円

（担当：社会教育課生涯学習係）

【実施期間】 

４月１日～３月３１日（日曜日、年末年始等を除く）

【実施時間】 

平日（登校日） ・・・・・ 午後１時３０分～午後６時３０分 

土曜日・長期休業日等 ・・ 午前７時３０分～午後６時３０分 

就労等により昼間保護者が家にいない児童（小学生）を対象に、安心して過ごせる生活や遊び

の場を提供し、児童の健全な育成を図るため、市内１２か所で放課後児童クラブを実施しました。 

外で活動する園児

増築した築館放課後児童クラブ

建設した鶯沢放課後児童クラブ

２

放課後児童クラブでの活動

－ 20 －



○新＝新規事業 □拡＝拡充事業 （事業名の頭に標記） 

学校ＩＣＴ環境推進事業
１億５，７３８万円

（担当：学校教育課学務係）

タブレット端末を使って、授業の内容が

理解できる「分かる授業」を行い、「確かな

学力」の育成を図りました。

２「子どもたちの豊かな感性と生きる力を育むまち」

（２）次代を担うたくましい子どもを育成します

語学指導を行う外国青年招致事業
３，３２１万円

（担当：学校教育課指導係）

外国語指導助手(ＡＬＴ)を市内全中学校に

配置をして、英語教育の充実を図りました。

また、市内の小学校においても英語活動の

導入と、留学生との交流を通して、英語に触

れる教育を行いました。

 青空大使派遣事業 万円

（担当：社会教育課生涯学習係）

市内の中学２年生１６人を７日間の行程で

オーストラリアへ派遣し、現地生徒との交流

やホームステイなどを通し、自主性や協調性

を育み、異文化に触れ、国際感覚豊かな人材

を育成しました。

 幼稚園給食費補助制度 １，０６０万円

（担当：学校教育課学務係）

現地生徒との交流

タブレット端末を使った授業 ＡＬＴとの交流

保護者の経済的負担を軽減するため、幼稚園に

同時入園している兄弟姉妹のうち、２人目以降の

園児や、所得が一定基準以下となる世帯の園児の

給食費を補助しました。

４９

楽しい給食の時間

５
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○新＝新規事業 □拡＝拡充事業 （事業名の頭に標記）

２「子どもたちの豊かな感性と生きる力を育むまち」 

（２）次代を担うたくましい子どもを育成します

全国学力トップクラスの秋田県に学ぶ教員派遣事業 ２５７万円  
（担当：学校教育課学務係）

（３）人とつながり、支え合い、

互いに高め合う子どもを育てる環境を目指します

○新 子どもの心のケアハウス事業
１，０７９万円

（担当：学校教育課指導係）

心のケアスーパーバイザーや訪問相談員等

を配置し、不登校傾向にある児童生徒への学

習支援や自立を目指した相談を行いました。

スクールバス運行事業

６億５，３０５万円

（担当：学校教育課学務係）

スクールバスを運行し、遠距離通学する園

児・児童生徒に対する支援と安全確保を図り

ました。

○新 学校施設空調設備設置事業

７億２，２７１万円
（担当：教育総務課教育環境係）

全ての市立小・中学校の普通教室（小学校

１４７教室、中学校６８教室）にエアコンを

設置し、児童・生徒の健康被害を防止すると

ともに、学習に集中できる環境を整えました。

エアコンを設置した教室

□拡 学校施設トイレ改修事業 ７，７９１万円

（担当：教育総務課教育環境係）

和式トイレの使用に抵抗感を示す児童・生徒が増えていることから、和式トイレを改修して

洋式トイレの割合を８割以上に高め、児童・生徒の学校生活環境を改善しました。

大仙市立学校での授業実践  

教員の指導力向上と児童生徒の学力向上を

目的として、学力向上に成果を上げている秋

田県大仙市へ小・中学校の教員を派遣して

研修をしました。

また、学力向上に向けて、有識者を招いた

授業公開や公開研究等も行いました。
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